
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)毎回の授業で配られる「Ａプリント」をその日のうちに解く！ 

授業内容を覚えているうちに復習することで知識は確実に定着する。 

提出する直前にあわてて解いても，効果は半減だ。 

「10分でやる」と決めて，その日のうちに解いてしまおう。 

(2)翌週「Ａプリント」を忘れずに塾に提出する！ 

キミが解いたＡプリントの解答はコンピュータに入力され，そのデータが蓄積される。 

キチンと提出すればするほど，より確かなデータベースが構築されるのだ。 

(3)その翌週に返される自分だけの「Ｂプリント」を活用する！ 

前週に提出した「Ａプリント」の答案と共に，誤答の類題プリントである「Ｂプリント」

が配付される。これは世の中のどこにもない，自分専用の誤答プリントだ。 

これでもう「どこを勉強すればいいか分からない。」という疑問はなくなる。 

(4)試験前に「Ａプリント」・「Ｂプリント」を再度やり直す！ 

点数アップの一番のコツは「一度間違えた問題を，二度と間違えないようにする」こと。 

テストで同じ問題が出た時に，確実に得点できるように復習しておこう。 

(5)年に４回配付される「Ｃプリント」で完全定着を目指す！ 

ワンシーズンに1回の割合で，再度，誤答問題集として「Ｃプリント」を配付する。 

これにより，短期間で３回の復習と知識の定着が実現できるのだ。 

 

 

 

 

 

S-PLAS は一人ひとりの間違いに対応した，オーダー

メイドの学習プリント。弱点を繰り返し学習すること

で，総合力を身につけることができるのだ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)全国規模の学力コンクール・合格判定テストを活用しよう！ 

今は学校や学区内での競争が中心でも，いずれ大学受験などでは「全国のライバル」との

競争になる。増進会のスケールメリットを活かし，早くから全国を意識していこう。 

(2)入試は日々変化する！ 

各都道府県の入試制度は，他県の制度変更を参考に改訂されることもある。 

そのような場合にも，増進会のスケールメリットを活かし，制度変更から予想されること

などを素早く情報提供できる。 

(3)全国各地区のトップ高に合格者を輩出！ 

トップ高に合格できる学力を身につけるための指導ノウハウ・指導力が，増進会には長年

蓄積されている。それらがオリジナルテキスト・塾内テスト問題・授業内容に活かされて

いるのだ。 

(4)他の塾にはあまりない，実技４科指導があります！ 

公立高受験の合否には，実技４科（技術家庭・美術・音楽・保健体育）の内申点も使われ

る。増進会では，実技４科の学習教材を導入，指導を強化している。 

(5)小１～中３で「Web 教材 S-tablet」を無料提供！ 

Web上で、当会のオリジナル問題集を配信。自宅学習に活用して、さらに学力アップ！ 

 

 

 

 

 

 

増進会は北海道から九州まで，全国 100 都市で指導し

ている学習塾だ。だから全国の入試制度改革・学習指

導要領の改訂に素早く対応できる！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)「フィードバックシステム」＝短期間で繰り返し学習！ 

①塾の予習 → ②塾の授業 → ③塾の復習 → ④S-PLAS 

→ ⑤学校の授業 → ⑥フィードバックテスト → ⑦定期試験対策 

→ ⑧学力コンクール・合格判定テスト → ⑨講習会（予→授→復→テ） 

短期間でこれだけ繰り返すことで，知識が定着し学力向上につながるのだ。 

(2)「フィードバックテスト」は年間７２回！(集団授業) 

１年を通じ，72回の定期試験の模擬テストを行っていることになる。 

だから，試験範囲表をしっかり確認し，真剣に受験しよう。 

(3)「学コン・判テ」は緊張感を持って真剣に受験しよう！ 

これらのテストは，「入試本番で実力を100％発揮する」ために行われるもの。 

だから事前の試験勉強をきちんと行い，正規日時に緊張感を持って真剣に受験すること。

全生徒がお互い真剣に取り組むことで，入試想定型の価値ある模擬テストになるのだ。 

(4)毎月の学習目標・計画を立て，実行度をチェックしよう！ 

継続生に配付されている「パーフェクトガイド」には，毎月の学習目標と計画が記入でき

るようになっている。自分で目標を決めるから，責任感が芽生え行動につながるのだ。 

(5)予習チェック欄には毎回“○”がもらえるように頑張ろう！ 

毎回の○は「自分」と「クラスのみんな」のモチベーションアップにつながるぞ！ 

 

 

 

 

増進会の指導の二本柱は「フィードバックシステム」・

「コーチングシステム」だ。本人まかせにせず仕組み

で生徒の学習をサポートするのが増進会の特長だ。 


